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ケラーの初期の小品「服毒未遂」

"Die miBlungene Vergiftung"について

－ケラーのリアリズムの原型－

中野和朗

e
　　　1@　　　一
hイツブルジョアリアリズム文学の代表的作家，ゴットフリート・ケラーは，とりわけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’諱uゼルト’ヴ堵ラの人びと1，2巻」”Die　Leufe　vbn　Seldwyla“，「チニLリヒ物語」

；，Z廿richer　Novelien“等によってその地位を確固たるものとしている。’

ケラーをドイ7リアリズム文学の第畠人者たらしめているものは，云うまでもなく現実へ

あそのするどい批判精神とすぐれた芸術的感性の統一性にある。それを形成したものは，無

論天性の詩的資質によるところは大きいが，その庶民的生いたちと，現世主義的・唯物論的

フォイエルバッハ哲学体験，およびその時代に負うところも多大であつた。・

ケラーは画家としての初志が挫折した後，詩人として再出発する。時代はまさにブルジョ

7民主主義革命の嵐の時代であり，グリ昌一ソ，謎、ルヴェー・ク，ブラィリヒラートといった

「時代の呼び声」にケラーの詩的天分は触発され，啓発されだ。そして1846年に刊行された

ケラーの「詩集」は，まぎれもなきケラーの「時代の呼び声」そのものであった。国

ところで，作家としてのケラーの出発はどのようなものであったのだろうか。

ケラー自身が書き残しているところによれば，その処女作は「旅の日々」Reisetage（1843

年）である。しかし，これは未完に終っている。㌍）

完結した最初の小説は，どうやら1846年に書かれ，隔1847年”B廿ndner　Kalend6r　auf　das

Jahr　1847“に掲載された”Die　mimungene　Vergiftung“というごとになるらしい。13｝

本稿では，この初期のいわば実質的処女作ともいうぺき作品をとりあげ，’これがいうたい
「ゼルトヴィラの人びと」へとどのような結がりをもっているかを考察してみたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

⇔　　　　　　　　　　一

E・エルマゲイソガーによるどTi846年の夏，ケラーはX評e士Schnyder．とともに

WartenseeからGrau樋ndenへの旅をした。その時かれは，Churの弁護士で出版社主

でもあるWassa11（1820－1882）と識り合っだ。チ、一リヒへ帰ってから7月6日にケラ潮一は，

Wassaliにかれの出版しているKa1eロderのために小品を書く．との申し出をした。　Wassali

はその申し出をよるこんで受けた。このKale血dεrbe量tragがゼpie血i飢u血ge血e　Vergif一

thng‘1である。」1心ということになっている。

またAufbau版のケラー全集によると，「この小説は，，，D五e　Schneiderge呂e11e，　welcher
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den　Herm　spielt“と同様”B廿ndner　Kalender　auf　das　Jahr　1847“に掲載されたもので

ある。作者がケラーである．ということは文体の特徴もさるζとながら，．なかんずくこの寄稿

にはKalenderり慣習止してはめった袴ないことなのだが，作品の未尾に］二と記入されてい

るという事実がそれを明らかにしてで・る。1，Die　Sch皿eidergeselle“には疑念を表している

エルマティソガーもこの小説はケラーが作者であると述ぺている」｛5）とされている。

以上の説を採って論究すると，1846年というのは1848年3月前夜の時代，いわゆる「フォ

アメルツ」の時代である。ケラーの個人史的には1842年ミュソヘソでの3年にわたる画家修

業が挫折し，チューリヒに戻り，よ．うや、＜かれの詩的夫分が開花しはじめたばかりのころで

ある。さらに，ケラーのリアリズムに重大な影響を与えた「フォイエルバヅハ体験」は，

1848年秋，チューリヒ政府奨学生としてハイデルベルク大学に学んだ時のことであるから，

この作品が轡かれたのはその2年前ということになる。

にもかかわらずこの作品には，「ゼルトヴィラの人びと」の諸短篇の原形ともいうべき諸
特徴がはやくも確認できるのである。　　　　　　　　　　　ト、

DわれわれQ身のまわりにに，近代ブルジョア社会が美徳と説くモラ々を身につけ乳せっ緯

とけなげに働らいて懸命に生きている人びとの群れがいる、支配的な道徳律の将内で眺ある

限り，1ζの人び孝は何の変哲もなく，異常とも思われない。ところが，．真実と理想を追究す
る現実批判g精神が，ひとたびこの漠とした日常性に光を照射するやいなや，何の変哲もな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　L一

いと思われた人びとのグ，ロテスクな実体が白日のもとにさらけ出される。すると，何の不思　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

議もなかった極くあり寿れた人攻の行動が，まことに異様で異常なものだということを思い

知らされることになるのである。　．1．　　　　　　　　　　　　一

このよう．な魔法に重似た作用をPきおこすのが，まぎれも加く偉大なリアリ≠ム文学ρ特

質なのだ“ケ7マのツアリフくムの偉i大さはま：さにζの点にあるといえるヒ　　　、、　　’

以下にこの作品のもρケラでのリアリズみの原形を追フてみることにしよう。’　　　・

@　　　　　　噛
@　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　闘

@　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
@　　　」L　　　　　　　　　　　　　　　　　置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

v－ @　・∴∫ゴ　　　　、　　　　　　　⇔’　　　　　．。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引
唐狽ﾌ作品の登場人物は，憐接のカソトツのとある薬屋の夫婦と使用人ハγみの三人のみで
ある。∫　　ち．∴　、　　．　　　　一．　　　・　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

・この薬屋の主人は仕事熱心である。「かれは二六時中舐剤や丸薬や軟膏の入ったつぼの問

でしか会う．ことカ：できず，驚嘆すべき能力をも翁たまめな手はレセプトを書き，、エキスを蒸

留し，勘定を記帳し，およそかれの店の領域で起ることは全て処理するといった男」であ

る。これは，かれが働らき者で，能力のある人間だということを表わしているように思える

が，実は，かれは「どんな遊び場にもよりつかず，客を招待することもなければ，招待に応
ずるこ止もせず，長い間外食もせず，、仕事を済ま蝕たあとの晩酌をくそみそにやっつけゐ」　　　　　　　　　　　　し皇り中

ような男でも：ある。っまり倹約家なのである6∵、　　　…　1　　　　　　　　…∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

か　」』

・そLてかれの女房さんはという．と；・・「女中はおかず，何でも喧分でやってしまう。こすう

；たりガ磨いたり」．煮だり焼いたり，・縫つたり．編んだ’り，．すべてはかの女のやるぺきことであ

ゐな。．かの．女もまた茶飲み友達をたずねるごと電せず，芝居見物にもダソスノく≒ディ．にも行

かない」という女性で・似た者夫婦とはまさにこの二人のことであったbしかもこの二人は，

泪曜礼拝だけは欠かさないという，つつましく信心深い近代市民の模範的夫婦であゴた。
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しかし，よく眺めてみると，この勤勉で倹約という近代社会の美徳は，ことばを代えると

・「けち」で「因業」Geiz　und　Mi島gunstという性格ということになる。

．しかもこの夫婦のけちは，「黒パソを買うためにずしりとした金庫からびた一文でも出す

¶ぐらいなら，むしろパソなどひとかけらも食ぺず，飢え死にした方がましだ」というような

「守銭奴」（schumutziger　Geiz）な．どではない。かれらは二人してたいへんな美食家で，

食卓は三度三度ご馳走で飾られ，最良のワイソを飲み，上等のたばこをくゆらすのである。

つまり自分達だけの倖せや，たのしみごとには決して出しおしみをしない。しかし，「他人

に援助を与えるなどということになると，身も心も堅く朋ざし」てしまうというタイブのけ

・ちなのである。だから，かれらのもとに奉公人が住みつくはずはなく，女中も使用人も次々

之逃げ出してしまっていた。

ところが，．この因業夫婦のもとに四年の年季奉公の契約で奉公せざるを得ない一人の少年

がいる。この様な場合に登場する人物の名前は決まってハソス！であるが，当然われらが主

1人公もこう呼ばれている。

ところで，・このハシスは「痩せてひょろひょろしているのに，いつもがつがつしていて何

か食べられるものがあると，つい手がでてしまう」のである。しかしこれはハソスの病癖な

どと見徹すことは不当であるbそれはこのような雇用者のもとで働くことを余儀なくされた

育ち盛りの少年に発現する必然的な生理現象ないしは健康な肉体の当然の欲求というぺきで

あろう。そしてハソスはすでにこれまで，倉庫に貯蔵されている商品のいくつかを盗み食い

したこどがばれて；主人の茶色のラックを塗った藤のステッキであざができるほど背中をぶ

んなぐちれたり，：女主人からはそのとがった爪で顔にみみずばれをつくられたりしたことは

数え切れなかったのである。

しかし，ハソスの“貧食の罪”の行為は，そのような罰によって抑えられるはずもない。

：胃の厨の問題，大i抑に云えば，生きるか死ぬかに関わる問題を道徳的，精神的姪糖によって

鎮欝化すゐことはたいへん難しいことなのだq　　　　　　　一

：この小品のわずかな行間からそのことが歴然と表現されている。・　　　　・　　　巳

ハソスはこの・よ．うな茶色のラックを塗った藤のステッキや，とがった爪による不当な罰に

対してかれの暴君にひそかにささやかなしっべがえしをする。　　　一

それは倉庫にi委託販売品として貯蔵されてい嵩世界的に有名なエピナールの薬剤師ジ』

・ルジュの作ったP直te　pedtorale（和胸剤）を盗み舐めることであった。、ハソスはこの食事を

賠償品Rekompens・Artikelと呼んでいた。　　　．．　　、

ところでこの賠償品の箱の上に二本の大きな，密封された広口びんが置いてあった。それ

は正真正銘の美味な果物のびん潰あにちがいなかったが，なんとびんのレッテルには「毒，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ｸ示」と書がれてあり，その下には歯をむき出したどくろが描かれてさえいた。ハソスは，
そのびんを手にとらて眺めては，絶望的にぷつぷつひとヴこちてはそれを元の場所にもどし　　　　　　　　　　　　　’

ρていたのであった。　　　’

ところである、日曜日σことである。女主人の誕生日だというので，いつもは夫婦二人だけ

1でおこなう礼拝をこの日は多勢の人びとと共におこなうために薬店夫婦は特別にめかし込ん

で教会へ出かけることになった。ケラーは，幾多の作品の中で登場人物1とくに主人公の服

装や外観を詳細綿密に描写するこどによってその人物の特異性を浮き彫りにするのを得意と

しているが，こ停薬屋夫婦の場合に早くもその得意技を披露してみせてくれるひ
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「ハソスの暴霜は，ブルーの鋼鉄のボタソの飾りのついた肉桂色のサテソの上着を着こみ

細い南京木綿地のズボソに，白いシルクのストッキソグとバヅクルの飾りのついた靴をはい

ていた。」手には例の茶色のラック塗りのステッキがひけらかされていた。かれと並んでこ

の家の守り神（Hauseule）が，大きなケープ風の襟のついたひわ色のドレスに身を包んで立

っていた」と，夫婦が他の人びとと一緒の（gemeinschaftlich）礼拝へ出かける際のいで

たちは描写されている。このような詳細過ぎるほどの外見描写は何を意味しているのかb

ケラーは後にあの傑作「馬子にも衣装」，，Kleid硫machen　Leute“を雷いたが，そのモ

チーフは，人の外観がいかに個々人の運命にまで重大な影響を及ぼすご．とになるか．というこ

とである。「見てくれ」が重視されるのは，下商品化」社会の病的な特徴である。ケヲーの

リアリズムは近代ブルジョア社会のこのようなおぞましい本質をく・り‘かえし暴露しているの

であるが，この初期の習作の中に早くもその才能の一端が輝き出していることが認めちれる。

さらに看逃すことのできない次のような描写が続いている。

「（この家の守り神の）くま手（筆老註：女主人の爪のこと）は攻撃のために拡げられて

　　　　　　　　　　　、xはいなかった。それは，礼拝の後匹慈善箱に入れる通用しない贋の小銭を（それは毎度のこ

とであったが）ひとつかみの小銭の中から選り出すことに忙がしかりた。」　　　　　．

この数行の描写はなんともユーモラスである。しかもその根底には，偽善の仮面がはぎと

られ，信心深さの本質があばかれた痛快さがある。しかしそのユーモアにかもし出された笑

小は，次の瞬間，表情の片隅でストップモーショソのように凍りついてしま．う。人はこの描

写の中に日ごろは特に気にも留めないでいた近代社会の根の深い病気の症例に気づかさ’れる

のである。まさにこのような作風こそケラーの特長なのであって，かれの全での作品に精彩

をそえているのである。

さて，この小説はここから後半のクライマックスへと進んでいく。

主人夫婦が礼拝に出かけるに．当って，われらがハソスはたいへんな仕事を命じられたの～で
湘かみきん

あった。それは女主人の誕生祝いの晩餐の食卓を飾るための小豚の丸焼きを作るということ

である。いつもガツガツしていて何か食ぺられるものがあれば自動的に口の筋肉がムズムズ

・して来て手がひとりでに動いてしまうというパソスが，’こともあぢうにご主人達のいないと

ころで，ひとりきり！で小豚の丸焼き作りである6事の次第がどう1なるかは誰にも予感され

るが，ケラーはその後の成行きの一部始終を次のように念入りに描いている。

「天上の香のようにかれの臭覚を魔法にかけてしまったこの（子豚の〉素敵な香りほ；つ

いにかれの口の筋肉を誘惑し，またもやかれの下あごを思わず知らずモグモグと動かせてい

た。子豚はますま．すこんがりと焼け，脂がにじみ出てきた。なめらかな表面に無数の小さな

脂の泡つぶが，まるで本物の真珠のように歓声をあげながら，寄り集まったり，はじけたり

新しく生まれたりしながらジ跳びはねたり，踊り廻ったりしていた。プシュプシュ，ジ岱一

ジ昌一，と音をたて，焼き串の周りには活気溢れた小世界がこったがえしているようであp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、ｽ。そして哀れなハソスは，いまそこに坐って心棒を廻し，たれをかけ，火をおこしていた。

皮はま’るで見事にいぶされた海泡石のパイプの頭のように，褐色になり，てかてか光りカリ

カリに焼きあがってきた。かれはそこに坐っていた。口はつばきでいっぱいになり，目は据

めて，、焼けていく子豚にしっかりと向けられていた。」　　一　　　　　凸

このような描写，文体はケラー独特のものであり，「ゼルトヴィラの人びと」で馴染み深

いそれと区別することはとてもできない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘・
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このような描写がつづいてハソスは結局，誘惑に負けてこんがり焼けた皮を一口食べてし

まう。一口食べてしまえば後は「毒を食らわば皿までも」ということになるのは必然の成行

きである。夢見心地のうちにハソスは，「カナンの婚礼」の豪勢な宴席でご馳走を次々と平

げる幻覚に襲われついに子豚は骨と尻尾だけになってしまう。ハソスは食ぺ残したところが

ないかともう一度子豚を眺めた時，ピソと棒のように突っ立っている褐色に焼かれた尻尾が，

「主人の例の茶色のラッ、クを塗った命令の化身（藤の杖）」を想い出させた時，雷に撃たれ

たように現実に呼び戻されたのであった。そしてこの結末がどういうことになるかは，ハソ

スにも判りすぎるほど判っていた。

「薬屋はまずかれを（茶色のラックの棒で）なぐって半殺しにしてから串に刺して焼くだ

ろう，という幻想からかれは逃がれることができなかった。いかに悪いとはいえこの拷問は

ひどすぎはしないか。どうせ死なねばならないのならえいままよだ。むしろ自からすっばり

と命を絶つことに．しよう。一穏を飲もう！」

そしてハソスは例の「賠償品」の箱の上に置いてあったあのどくろの描かれたラベルの貼

ってある二本のびんを降ろし，二本とも空になるまで呑みこんでしまったのである。そして

炉の前に横たわり，死がやbてくるのを待った。しかし頼みの死は一向にやってくる気配を

見せなかった。やって来たのは礼拝から帰った薬屋であった。

薬屋は事の次第を知り，しかも大事に蔵っておくために「有毒」のレッテルを貼っておい

た上等の果実演けさえ呑み込まれたとあってはもはや何の容赦がいろう。ハソスは柔らかな

ビフテキ同然にたたきのめされ，いやというほど足蹴にされて店から叩き出されたのであっ

た。

以上が，、・「服毒末遂」の顛末である。

一　　　　　　　　　⑳　　　　　　　　　　　　　’㌦’　』一

．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼ｷでにたびたび指摘されているように，このほとんど処女作といいうる小品にはガ後のケ

ラーの代表的諸作に共通する幾つもの特徴がすでに現われている。そしてその独特の語り口

は，「ゼルトヴィラの人びと」と同一作寒ρもので車ることを疑巨余地なく示している。

近代ブルジョア社会の美穂，勤勉と倹約と御震さを申し分なく身に・うけてごく当り前Q生

活を営んでいる薬屋夫婦が，ひとたびブ座ジョア社会の1「放蕩息子」の列に名をっらねるケ

ラーの手にかかると，たちまちその隠された本質をものめ見黍にあばき出されてしまう。、

勤勉と倹約は，もっぱら自分たちだけの欲望充足のたあの手段なのであり，他人の利得に

なることや困窮した他人を援けるなどということはかれらの生活信条に反することになる。
・ビい

だからかれらは自分たちの食事にはどんなに贅を尽くしても，奉公人のためには腹の足しに

なるものすら与えないということを当然のこととして行なうことができる。年季奉公の契約

にしばりつけられ逃げだすこともできない育ち盛りの奉公人は，だからつねにひもじさに責

めさいなまれている。その飢えをしのぐためこっそり貯蔵されている商品を盗み舐めたりす

るが，それにたいする懲罰は「茶色のラック塗りの藤のステッキ」一これは支配するものの

力の象徴であるが一による情容赦のない百叩きである。その結果哀れなハソスの身体には青

あざが絶えない。
　　　　　　　　　　　　　　しまり雫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モとづら　　　　　　　　　　　　　｝もづら
ｱう見てくると，あの働らき者で倹約家のしっかり者というのは外面だけであって，内面
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は実は憎たらしい我利我利妄者の因業者だということが判ってくる。まさに近代ブルジョア

社会の疎外された人間の一つの見事な典型である。実体よりもよく見せるためになされるあ

の入念な装束はこの疎外態の特質の一つの現われである。

そして，あの「敬婁さ」’であるが，すでに哀しいほどの滑稽さで描き出されたが，敬度さ

の実践である慈善箱へのあの寄附行為がその本質をあますところなく示している。信心深く，

立派な身なりの薬屋夫婦が寄進する小銭は，売上げ金の中に紛れこんだ，贋金や，’通用しな

い小銭ばかりであった。　　　　　　　　　　　　　　　　一

この作品にも「ゼルドヴィラの人びと」をはじめとするケラーのすぺての作品におけると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，謔｢が，それはケラーならではのユーモアのなせるわざというほかない。
■　　　●　　　●　　　●

そもそも健康な笑いというものは単なるどたばたナソセンスからほ産まれてこないもので

あって，それはつねに真実を君抜く鋭い眼と，現実から一段高い次元に身を置くイ耳三一か

ら産みだされるものであるごケラー文学の愉しさは，∴まさにケラーの現実ぺの鋭い批判精神

とたゆまざる調刺と諾誰がら創り出されているのである。　　　　’　　　　　1

以上見てきたとおり，ケラーのもっとも初期の小品「服轟未遂」は，単なるSOhwahk

（笑い話し）にとどめられるものではなく，ケラーのリアリズムの成果である「ゼルトヴィ

ラの人びと」をはじめとする諸作品の原形ともいうぺき作品と見ることができる。

・註

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
eキストにはGottfried　KeUer；Samtli¢he　Werke　in　acht　Banden．　Aufbau－Verlag　Berlin，

1958を用いた。その外次を参考にしたq

斉藤秀編注：「毒をのんだと思いきや」東洋出版

Emil　Ermatinger：Gottfried　Keller51」eben．　Artemis・Verlag　Z髄ricb　1950．

その他．　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．、，

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　－

@　i（1）拙稿「若きケラーとその時代」；「ドイツ文学」40号所収，1968年参賦。　　　　　　　　c

（2）S、Wl　Bd、8．　S、683及びS。573の1舘3年7月1エ日の日記メ’モ参照。　　　　　　、、

（3）　E．Er血atinger：αKellers　Leben．　S．105ff．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　「　　　」　　　　　、

ﾖ（3）と同じ。
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